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７．現在までの進捗状況
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３．研究課題名

区分 （2）おおむね順調に進展している。
理由
電界シールド付き，平行平板二線路ワイヤレス給電システムを提案し，計算機シミュレーションおよび縮小スケールモデルによる試作実験を行いその性能評価を
行った．ワイヤレス給電の給電効率や線路周辺の漏洩磁界分布の解析を行った結果，本提案手法が，走行中ワイヤレス給電方式として有効であることを明らかに
することができた．現実的な電源を接続したときのシステム全体の効率やスプリアス放射など，更に検討を行う項目が残っているが，概ね研究計画どおりの結果
を得ることができている． 
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１．研究種目名　　　 19K04376

部局

本研究は産業ロボットや電気自動車等走行中受電対象向けの高効率かつ安定な無線給電技術の構築を目指すものである． 
これまで，平行二線路式ワイヤレス給電システムについて，給電エリアを簡易に拡張できる点について電磁界シミュレーションで立証してきたが，大電力給電の
性能を実測で評価していなかった．そこで，本研究課題では，大電力給電を可能にするために，平行二線路の設計を変更した．また，平行二線路周辺の漏洩磁界
を減らすため，平行二線路近傍に第3の平板導体を配置する構造を検討した．次に，平行二線路への励磁電流の供給を「定電圧並直列共振形インバータ」に変更
した．さらに給電コイルとして，幅広で扁平であり長尺の平行二線路を考え，縮小スケールモデル試作し，理論的に示された給電性能を実験的に確認した．その
結果，具体的には，以下の成果が得られた． 
（１）大電力給電に対応するため，平行二線路を構成する導体の構造をスリット付き平面構造とし，計算機シミュレーションにより電流分布の計算を行った．そ
の結果，スリット周辺に電流の集中が見られるが，問題となるほどではなく，大電力給電が可能であることがわかった． 
（２）上記の平行二線路の下部に平板導体を配置することにより，線路周辺への漏洩電磁界を減らす対策を行った．計算機シミュレーションの結果，外部への漏
洩電磁界が大幅に減少できることがわかった． 
（３）（１）（２）の効果を実験により確認した．実験では周波数85kHz，500mの平行二線路に相当する縮小スケールモデルとして，周波数13.56MHz，線路長3m
のシステムを試作した．ワイヤレス給電効率の基本特性および線路周辺の漏洩磁界の測定を行い，計算機シミュレーションの同等の結果となり，高効率かつ安定
な走行中ワイヤレス給電が可能であることを明らかにした． 
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９．次年度使用が生じた理由と使用計画

１０．研究発表（令和元年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計1件（うち査読付論文　1件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　0件）

2019年

〔学会発表〕　計5件（うち招待講演　0件／うち国際学会　5件）

2019年
 ４．発表年

16th IEEE Asia Pacific Wireless Communications Symposium 2019 (APWCS2019)（国際学会）

 １．発表者名
Shogo Isogai, Duong Quang Thang and Minoru Okada

 ３．学会等名

有

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
IEEJ Transactions on Electrical and Electronic Engineering

Receiver-side Compensation Circuits Based on T and Pi equivalent models for Constant Voltage IPT
 ２．発表標題

Positioning Using Hybrid Inductively-Capacitively Coupled Parallel Line Feeder
 ２．論文標題

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

304-310

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
https://doi.org/10.1002/tee.23057

実験装置の試作について必要な物品の使用を見直した結果，計画よりも使用額を削減することができた．この削減額を用いて，当初予定の研究計画である複数送
受電器によるワイヤレス給電の検討における送受電器数を増やすことを予定している．このことで，当初計画よりも制度の高い実験が可能であると考えられる．

 １．著者名  ４．巻
Takahiro Ono, Duong Quang Thang, Yuya Kaneko, Takeshi Higashino and Minoru Okada 15

 ５．発行年

今後，定電圧並直列共振形インバータ電源を接続したときのスプリアス特性，システム全体の給電効率などについて検討を進める予定である．また，大電力運用
時の漏洩電磁界およびスプリアス特性について，評価および削減手法の検討を行う． 
また，2020年度は，電源，線路および受電器が複数存在する場合について検討を行う．一般に，ワイヤレス給電システムにおいて複数の送受電器が存在すると，
相互結合により効率が低下する問題がある．整合回路を工夫することで相互結合対策が可能であることが今までの検討によりわかっているが，相互結合量が動的
に変化する走行中給電システムでは整合回路のパラメータを適応制御する必要があるため，走行中給電時の相互結合対策に注力して研究をすすめる予定である． 

８．今後の研究の推進方策
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2019 Asian Wireless Power Transfer Workshop（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Wireless Power Week 2019（国際学会）

Wireless Power Week 2019（国際学会）

The 12th International Conference on Advanced Technologies for Communication (ATC 2019)（国際学会）

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Tatsuya Ohashi, Duong Quang Thang and Minoru Okada

Vo Quoc Trinh, Duong Quang Thang, and Minoru Okada

Vo Quoc Trinh, Duong Quang Thang and Minoru Okada

Efficiency Improvement for Three-coil Cooperative Inductive Power Transfer Systems

Resonance in Two-receiver Inductive Power Transfer Systems with Two Co-planar Transmitters

The 12th International Conference on Advanced Technologies for Communication (ATC 2019)

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Shudai Kawai, Duong Quang Thang, Minoru Okada and Takeshi Higashino

 ２．発表標題

 ２．発表標題

A Study on Dynamic Charging Using Off-Resonant Coil Array With Receiver-side Compensation
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〔図書〕　計0件

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１４．備考

－

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況
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